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非
國
庫
的
目
的
の
手
段
と
し
て
の
租
税
の
適
合
性
松
野
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吾
〓
）
租
税
は
非
国
庫
的
目
的
に
封
す
る
手
段
と
し
て
通
常
な
り
や
の
問
題
は
、
痙
陸
上
の
政
策
に
取
っ
て
、
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。
之
を
理
論
的
に
考
究
す
る
に
雷
っ
て
、
先
づ
次
の
校
友
異
論
が
生
す
る
廿
あ
ら
う
。
則
ち
政
治
的
目
的
を
到
達
す
る
手
段
上
し
て
、
壷
税
が
遠
雷
な
り
や
否
や
に
閑
す
る
判
断
は
・
専
ら
具
体
的
な
事
情
に
伐
っ
て
定
ま
る
の
で
一
は
恕
い
か
、
従
て
伯
方
の
場
合
に
於
て
▼
、
草
々
違
っ
た
結
論
を
生
す
る
の
セ
は
な
い
か
、
非
国
庫
的
租
税
の
按
牧
並
に
囲
巌
的
租
税
に
伐
る
非
国
庫
蘭
目
的
の
遽
行
は
、
共
常
時
に
於
て
可
能
的
な
る
政
治
．
的
手
段
に
封
し
如
何
な
る
関
係
を
有
す
る
や
が
重
要
な
る
周
題
で
は
な
い
か
、
租
税
を
生
ぜ
し
め
な
い
所
の
命
命
的
叉
は
禁
止
的
な
法
規
の
制
定
と
、
非
国
庫
的
目
的
を
有
す
る
所
の
租
税
の
賦
課
と
、
両
者
の
内
何
れ
が
一
の
目
的
を
達
す
る
に
政
治
上
好
都
合
な
り
l
や
を
問
題
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
課
税
姿
受
く
る
容
体
は
、
租
税
侵
入
に
封
し
て
如
何
な
る
態
度
を
と
る
か
に
況
し
て
も
、
異
へ
ち
れ
た
る
時
鮎
に
於
け
る
具
体
的
な
経
済
状
態
が
決
定
的
重
要
性
を
有
す
る
の
で
は
な
い
か
。
右
の
校
な
異
論
は
営
然
生
起
す
る
所
で
あ
り
、
随
か
に
租
税
が
非
国
庫
的
目
的
に
取
っ
て
通
常
な
り
や
否
や
に
録
す
る
正
し
い
解
答
は
、
隆
史
的
並
に
具
備
的
な
事
情
の
検
討
紅
基
礎
と
し
て
の
み
這
ハ
へ
ら
れ
得
る
で
あ
ら
う
。
乍
然
租
翼
も
の
与
本
質
よ
り
、
そ
し
て
租
税
と
其
他
の
政
治
的
手
段
宅
の
此
校
を
な
す
事
に
依
っ
て
、
若
干
の
一
般
的
結
論
が
得
ら
れ
る
と
思
ふ
。
（
三
．
明
か
に
禁
止
的
目
的
を
有
す
る
所
の
禁
止
税
は
、
国
家
の
強
制
力
に
倣
っ
て
遵
守
せ
ら
る
1
法
律
に
近
似
す
る
。
純
理
論
的
に
考
へ
宅
　
1
、
経
習
と
経
済
租
税
の
率
を
著
し
く
高
く
定
め
る
一
暑
が
政
治
欣
態
。
見
地
よ
り
し
て
許
容
せ
ら
れ
さ
え
す
れ
ば
、
斯
る
禁
止
税
の
採
用
の
不
可
能
で
あ
る
理
由
は
、
見
出
し
難
い
。
他
方
に
於
て
、
僅
少
な
る
程
度
の
負
捻
増
加
に
依
り
、
破
壊
的
な
影
響
を
受
け
る
所
の
若
干
の
経
済
的
流
通
過
程
も
あ
る
一
。
此
種
の
流
通
過
程
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
小
な
る
程
度
の
費
用
引
上
が
事
業
牧
盆
を
絶
無
な
ら
し
め
る
金
融
業
の
如
き
を
想
起
し
得
る
の
で
あ
る
o
，
一
非
閤
庖
的
租
税
に
於
て
立
法
者
の
志
す
所
は
現
貫
に
大
な
る
程
度
の
愛
化
を
興
へ
る
事
に
在
る
の
で
は
な
く
し
て
、
小
な
る
程
度
の
抑
制
を
加
へ
ん
と
す
る
事
に
在
る
。
此
一
告
は
非
園
内
開
的
租
税
の
適
合
性
を
判
断
す
る
に
蛍
っ
て
、
忘
れ
て
は
た
ら
な
い
黙
で
あ
る
。
租
税
に
依
っ
て
資
現
せ
ん
と
す
る
目
的
は
、
直
接
な
る
努
止
と
云
ム
事
。
と
は
少
し
〈
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ぽ
完
全
左
右
禁
止
は
、
政
治
的
権
力
に
依
っ
て
建
せ
ら
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
禁
止
税
は
容
体
の
経
済
的
負
捨
能
力
の
如
何
に
依
つ
て
は
、
以
へ
な
る
作
用
を
賀
ら
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
此
結
は
立
法
者
に
依
っ
て
意
識
せ
ら
れ
て
ゐ
る
事
で
あ
り
、
そ
し
て
容
体
に
到
し
若
干
の
程
度
の
抑
制
と
弾
墜
と
が
希
求
せ
ら
れ
、
、
然
か
も
共
完
全
な
る
破
滅
は
希
笠
せ
ら
れ
な
い
場
合
、
立
法
者
は
租
税
を
手
段
と
し
て
法
律
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
図
家
は
屡
々
完
全
に
禁
止
す
る
の
目
的
を
有
せ
や
し
τ、
右
の
採
な
程
度
の
作
用
を
及
ぼ
さ
ん
と
す
る
場
合
、
租
税
の
方
法
を
採
る
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
消
費
組
合
、
百
貨
応
、
取
引
所
投
機
、
酒
精
泊
突
の
如
き
枇
食
生
活
上
の
事
象
は
、
或
政
治
団
体
に
取
っ
て
は
好
ま
し
く
な
く
、
場
合
に
依
つ
て
は
、
走
等
の
一
事
象
の
震
に
自
己
の
破
減
が
鷲
ら
さ
れ
る
か
も
知
れ
や
、
得
て
北
ハ
完
全
な
る
禁
止
が
希
求
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
国
民
全
体
の
代
表
者
と
し
て
の
国
家
は
、
民
く
社
合
的
利
盆
と
云
ふ
見
地
よ
り
判
断
し
て
、
共
存
続
を
困
る
場
合
が
あ
る
。
然
し
若
し
共
完
全
な
る
禁
止
へ
の
撃
が
高
'
く
叫
ば
る
L
に
至
る
時
は
、
佐
倉
一
般
に
取
っ
て
利
益
を
輿
へ
る
も
の
と
た
ず
図
家
の
判
断
は
、
受
賞
し
な
く
な
る
で
あ
ら
う
o
'
斯
る
場
合
に
禁
止
税
が
遁
賞
の
も
の
と
な
る
。
斯
く
禁
止
税
は
、
図
家
の
意
志
が
社
命
日
生
活
事
象
の
完
全
な
る
禁
止
乃
至
破
壊
と
云
ふ
事
に
在
る
の
で
は
な
く
し
て
、
而
か
も
組
合
制
度
や
百
貨
応
の
存
在
に
反
到
す
る
人
々
の
意
向
に
も
添
は
ん
と
す
る
所
に
在
る
場
合
.
池
山
誌
な
る
方
策
で
あ
る
。
斯
る
場
会
に
於
て
禁
止
枕
の
主
張
せ
ら
る
L
思
考
過
程
は
、
凡
そ
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
「
憶
か
に
斯
る
枇
曾
生
活
上
の
事
象
は
、
一
定
の
利
益
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
之
を
庚
く
普
及
せ
し
め
る
事
は
弊
害
を
生
ぜ
し
め
る
で
あ
ら
う
か
ら
、
共
普
及
は
防
止
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
此
庭
に
特
殊
の
租
税
に
依
り
個
人
又
は
過
程
に
封
し
て
負
捻
を
課
す
る
理
由
が
あ
る
。
乍
然
斯
る
何
人
又
は
過
程
が
強
国
に
し
て
、
財
政
的
負
擦
を
以
て
抑
止
し
得
な
い
程
で
あ
る
時
は
、
北
ハ
個
人
又
は
過
程
は
、
此
程
度
を
越
え
τは、
一六
抑
盤
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
」
と
。
故
に
禁
止
税
の
殻
一
川
市
如
何
を
判
定
す
べ
き
場
合
、
一
般
に
立
法
者
は
バ
斯
る
限
定
的
な
目
的
設
定
を
考
へ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
酒
税
又
は
百
貨
応
就
に
於
て
は
、
酒
精
消
究
や
百
貨
庖
経
営
の
完
全
な
る
全
滅
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。
租
仙
川
法
況
の
内
に
は
、
負
捨
増
加
に
依
ろ
非
図
底
的
な
い
祭
主
目
的
と
共
に
、
向
山
ベ
他
に
多
く
の
租
税
優
遇
や
将
減
を
許
容
す
る
規
定
が
あ
e
 
る
。
吾
川
守
は
p
既
に
租
税
負
指
増
加
と
祖
括
経
減
と
の
問
に
作
用
上
直
川
な
き
一
事
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
(
本
誌
第
二
十
入
年
第
四
品
川
所
設
拙
稿
「
非
同
庫
的
租
涜
序
論
三
一
)
」
五
一
了
豆
一
一
頁
参
照
)
。
法
況
の
上
に
非
図
底
的
な
色
調
そ
加
味
す
る
事
に
依
っ
て
、
若
干
の
抑
制
を
加
へ
る
事
を
得
る
と
免
に
、
抑
制
に
止
ま
ら
や
更
に
積
極
的
な
内
容
の
貝
へ
ら
札
る
事
が
あ
る
。
客
体
に
討
す
る
租
税
屯
除
は
、
明
か
に
積
極
的
な
意
思
が
表
明
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
下
居
階
滅
。
生
命
保
険
契
約
や
貯
蓄
に
討
す
る
租
枕
上
の
優
遇
は
、
国
家
が
貯
蓄
奨
励
を
多
く
の
目
的
の
内
の
一
と
し
τ容
認
し
た
一
引
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
勿
論
此
優
遇
主
党
け
な
い
者
は
、
抑
制
的
な
作
用
を
乏
け
る
の
で
あ
っ
て
、
此
抑
制
的
な
作
用
の
中
に
、
吾
等
は
抑
制
を
叉
け
な
い
人
々
に
討
す
る
積
極
的
た
奨
励
を
認
識
す
る
事
が
出
来
る
。
何
と
な
札
ぽ
、
一
の
領
域
に
於
け
る
い
件
以
止
的
作
用
は
、
他
の
領
域
に
於
て
促
進
的
作
用
を
鷲
ら
ず
で
あ
ら
う
か
ら
で
あ
る
。
若
し
百
貨
庖
稔
に
依
る
費
用
増
加
、
従
て
百
貨
応
に
於
て
販
完
せ
ら
る
t
A
商
品
。
債
格
騰
貴
に
依
っ
て
、
従
来
の
百
貨
庄
の
顧
客
が
其
他
。
小
責
庖
に
吸
牧
せ
ら
れ
る
と
云
ふ
事
が
・
な
け
れ
ば
、
百
貨
庖
に
討
す
る
祖
枕
の
印
刷
認
は
全
く
民
意
義
を
失
ふ
譲
で
あ
る
。
、
乍
然
、
非
図
府
的
祖
枕
に
依
る
右
の
応
な
促
進
的
作
用
は
一
定
。
限
界
の
阻
ハ
へ
ら
る
t
h
も
の
で
あ
る
@
岡
家
全
体
に
影
響
を
奥
へ
る
様
な
偉
大
な
創
造
力
が
、
担
税
に
内
ん
に
す
る
認
で
は
な
い
。
租
枕
は
精
々
枇
合
に
師
叫
に
存
ず
る
所
の
ご
一
応
の
慣
例
や
習
性
に
討
し
て
財
政
的
方
面
上
り
し
て
注
意
を
血
ハ
へ
、
之
を
抑
制
又
は
促
進
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
純
粋
O
意
義
に
於
け
る
非
図
底
的
相
抵
の
存
在
は
、
左
程
多
く
な
い
も
の
で
あ
る
事
を
考
へ
得
る
。
謂
ふ
所
の
非
園
底
的
目
的
も
、
多
く
は
図
版
的
租
税
に
於
て
、
第
二
火
的
に
考
慮
せ
ら
札
た
る
事
情
に
過
ぎ
な
い
場
合
が
多
い
で
あ
ら
う
。
非
園
底
的
目
的
は
租
税
な
り
伊
方
式
を
探
る
よ
り
も
、
罰
金
、
過
科
と
一
五
ふ
が
如
き
惜
の
制
度
、
方
式
に
依
っ
て
、
上
り
容
易
に
、
よ
り
徹
底
的
に
到
達
せ
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。
蓋
但
況
な
る
方
式
を
探
る
場
合
に
於
け
る
紫
止
力
は
、
罰
金
又
は
過
料
に
比
し
て
渇
か
る
可
き
で
あ
る
。
罰
金
又
は
過
科
は
物
質
的
負
捲
た
る
に
止
ま
ら
や
、
枇
合
的
な
作
用
に
依
っ
て
、
山
川
山
m
d
止
力
は
著
し
く
大
で
あ
る
。
従
て
部
金
的
性
質
を
有
す
る
租
税
に
し
て
岡
山
的
意
義
を
非
同
躍
的
目
的
の
手
段
と
し
て
の
租
抵
の
泊
合
性
七
鰐
管
と
経
済
‘八
会
く
有
し
な
い
も
の
あ
り
と
す
れ
ば
、
凡
て
同
訓
金
又
は
禁
銅
捕
に
譲
位
せ
ら
る
べ
き
事
と
な
る
。
何
等
か
の
理
由
よ
り
し
て
罰
金
又
は
禁
銅
の
行
は
れ
難
い
場
合
に
於
て
は
、
租
税
の
採
用
を
見
る
可
き
で
あ
る
が
、
新
る
場
合
と
雄
、
目
一
慌
た
る
禁
止
又
は
促
進
が
主
と
し
て
経
済
原
則
に
支
配
せ
ら
れ
な
い
時
は
、
所
阻
(
の
目
的
を
賓
現
す
石
署
は
至
難
で
あ
る
。
換
昔
一
目
す
れ
ば
経
済
的
方
式
を
以
て
、
非
経
済
的
に
制
約
せ
ら
る
L
経
済
過
程
を
左
右
す
る
事
は
困
難
で
あ
る
。
例
へ
ば
人
口
政
策
上
の
理
由
よ
り
探
せ
ら
る
L
狽
身
枕
に
於
て
一
仮
令
濁
身
生
活
よ
り
生
宇
る
経
済
上
の
安
直
を
越
え
る
程
度
。
高
卒
の
課
税
の
行
は
る
L
と
し
て
も
、
宗
欲
的
信
念
よ
り
出
る
濁
身
生
活
を
差
止
め
る
事
は
出
来
な
い
で
あ
ら
う
。
斯
く
考
へ
る
時
は
、
謂
ふ
所
の
非
図
版
的
租
税
一
も
、
理
論
上
雨
立
し
得
な
い
性
格
を
有
す
る
に
拍
は
ら
、
下
、
内
川
図
山
県
上
の
目
的
を
主
目
的
と
す
る
場
合
の
寅
際
上
多
い
事
を
議
怨
し
得
る
。
非
園
山
的
目
的
の
潟
の
み
の
租
税
は
、
極
め
て
少
数
に
限
ら
る
L
で
あ
ら
う
。
〆-、
一一、.-/
非
図
版
的
租
税
に
関
す
る
以
上
の
解
明
は
、
租
税
に
困
る
非
国
庫
的
目
的
の
追
求
が
、
専
ら
租
税
の
経
済
的
考
慮
。
上
に
基
礎
を
置
く
事
を
前
提
と
し
て
出
裂
し
た
も
の
で
あ
る
。
謂
ふ
所
の
「
経
済
的
考
慮
」
と
は
、
経
済
主
体
に
於
け
る
利
用
と
費
用
と
の
此
較
を
云
ひ
、
此
場
合
の
費
用
と
は
、
所
得
、
資
本
の
内
、
営
利
と
消
費
の
翁
に
使
用
せ
ら
る
L
部
分
を
云
ふ
。
若
し
立
法
者
は
専
ら
費
用
の
増
加
と
泊
究
資
金
の
.
低
下
の
み
に
凶
っ
て
、
私
経
済
に
お
し
て
作
用
を
喫
へ
よ
う
と
欲
ヂ
る
も
の
と
似
定
し
、
そ
し
て
課
税
を
交
け
た
る
者
の
租
税
目
的
に
到
す
る
凡
τの
行
動
は
、
物
財
や
用
盆
の
調
達
に
際
し
て
の
利
用
と
費
用
と
の
比
較
に
依
つ
て
の
み
決
定
せ
ら
る
L
も
の
と
す
れ
ば
、
課
税
を
受
く
る
者
の
側
に
於
け
る
、
非
図
い
い
州
的
政
策
に
関
す
る
経
済
的
保
件
は
完
全
に
備
は
る
も
の
で
あ
る
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
し
此
基
礎
は
多
く
の
場
合
、
不
充
分
な
る
を
兎
か
れ
な
い
。
若
し
立
法
者
が
課
税
を
叉
く
る
者
の
経
済
的
考
慮
の
み
を
制
的
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、
非
図
胤
的
租
税
の
数
川
市
は
、
若
干
断
念
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
周
知
の
如
き
非
図
版
的
目
的
設
定
の
質
例
、
例
へ
ば
麻
酔
剤
的
な
一
日
了
楽
物
。
泊
費
抑
制
の
得
。
特
別
役
や
、
人
口
増
加
の
目
的
を
有
す
る
濁
身
税
を
想
起
す
れ
ば
、
之
を
容
易
に
理
解
し
得
る
。
著
し
く
晴
好
性
を
有
す
る
所
の
飲
酒
や
喫
煙
除
、
小
な
る
程
度
の
慣
格
引
上
に
依
っ
て
、
大
な
る
抑
制
主
党
け
る
も
の
で
は
な
く
、
叉
溺
身
生
活
を
絞
け
ん
と
す
る
意
思
あ
る
人
に
取
っ
τは
、
所
得
税
附
加
秘
は
大
な
る
意
義
を
有
し
‘
な
い
で
あ
ら
う
。
多
く
の
場
合
凡
て
の
経
済
的
考
慮
は
、
精
神
的
な
力
に
封
抗
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
是
等
の
場
合
、
非
岡
山
的
租
税
の
狙
ふ
所
は
、
刑
罰
法
規
|
|
貨
幣
の
哀
失
と
云
ふ
刑
罰
を
加
へ
て
其
遵
守
を
強
行
す
る
所
の
法
規
!
ー
の
犯
ふ
所
と
呉
な
る
所
は
な
い
。
租
税
法
規
の
意
義
は
、
図
家
が
図
氏
の
代
表
者
と
し
て
租
税
の
賦
課
又
は
兎
税
の
特
椛
を
受
く
る
者
を
或
は
走
と
し
、
或
は
非
と
す
る
と
云
ふ
事
に
在
る
。
図
家
は
是
非
何
れ
か
の
態
度
を
採
る
。
そ
し
て
灯
立
て
ら
れ
た
る
規
範
に
封
す
る
違
反
、
例
へ
ば
洞
精
泊
費
の
継
続
、
貯
蓄
又
は
生
命
保
険
契
約
の
破
棄
は
、
「
租
税
」
と
云
ふ
貨
幣
表
失
を
以
て
刑
罰
を
加
へ
ら
れ
る
詳
で
あ
る
。
刑
罰
と
し
て
の
租
税
と
一
五
ふ
観
念
は
、
山
平
に
理
論
的
構
想
た
る
に
止
ま
ら
や
'
'
、
斯
程
の
租
税
は
賓
際
に
於
て
屡
々
行
は
れ
来
っ
た
。
特
に
，
飾
的
刊
の
如
く
、
自
由
主
義
的
に
し
て
租
税
に
討
し
て
反
封
の
意
向
郎
、
く
、
租
税
政
策
の
禁
法
の
大
た
ら
ざ
る
図
家
に
於
て
、
多
く
現
は
れ
来
。
た
。
例
へ
ば
一
九
二
O
年
帥
関
西
議
合
に
於
て
は
、
狛
身
者
に
釘
す
る
所
得
税
附
加
税
(
狛
身
税
)
に
関
す
る
論
議
が
現
は
れ
た
。
政
府
は
此
狗
身
税
を
賢
治
せ
ん
と
す
る
誌
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
北
口
れ
は
純
閣
時
的
見
地
よ
り
出
議
し
た
の
で
あ
っ
て
、
家
族
負
捨
に
お
し
弟
子
の
杭
減
を
行
ひ
、
n一
ん
に
伏
っ
て
生
じ
た
る
園
山
政
入
の
減
少
を
補
填
せ
ん
と
す
る
に
在
っ
た
。
政
府
は
全
く
給
付
能
力
に
従
ふ
課
税
と
云
ふ
日
比
地
よ
り
立
九
州
し
、
此
見
地
よ
り
未
婚
者
に
到
す
る
租
税
負
捻
の
引
上
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
が
、
議
合
側
に
於
て
は
刑
罰
的
考
慮
よ
り
の
治
誌
が
抑
制
く
、
人
口
政
策
的
見
地
よ
り
、
兵
士
や
納
税
者
を
周
家
に
提
供
す
る
の
義
務
を
呆
さ
な
い
者
に
到
す
る
刑
罰
で
あ
る
と
の
主
張
が
行
は
れ
た
。
斯
枕
を
刑
罰
と
す
る
議
合
側
の
論
践
は
、
北
ハ
回
以
訴
に
封
し
て
年
.
齢
上
の
制
限
の
設
け
ら
れ
た
耽
耐
に
求
め
ら
れ
た
0
3
n
V
B
E
A
Mr
，.c・ω
・ω
N
U
0
・
市
一
米
利
加
に
於
て
も
、
租
税
に
於
け
る
非
図
応
的
貝
的
設
定
に
闘
し
て
、
種
々
の
論
議
が
現
は
れ
た
。
例
へ
ば
一
九
一
九
年
'
年
十
四
才
乃
至
十
、
ハ
才
以
下
の
小
児
を
故
意
に
使
用
す
る
南
応
や
入
山
口
祉
に
釘
し
て
川
共
純
利
益
の
一
O
%を
課
税
す
る
法
律
が
可
決
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
此
場
合
和
税
が
初
収
せ
ら
れ
る
の
は
、
雇
主
が
故
意
に
法
規
に
違
反
し
た
る
場
合
に
於
て
の
み
で
あ
る
。
斯
く
図
民
の
健
康
を
保
全
す
る
引
は
誉
祭
事
項
と
見
倣
さ
れ
州
航
の
節
回
に
屈
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
故
に
タ
フ
ト
判
事
は
「
此
法
律
の
特
質
に
鑑
み
れ
ば
、
裁
判
所
は
此
応
に
所
前
租
税
が
、
定
め
ら
れ
た
る
制
限
年
齢
内
の
小
児
の
雇
怖
を
抑
墜
す
る
翁
に
課
せ
ら
れ
る
事
を
見
な
い
程
に
盲
目
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
お
と
な
る
o
」
「
『
租
税
』
な
る
用
語
に
封
し
て
斯
る
魔
術
を
興
へ
る
事
は
、
聯
邦
議
舎
の
椋
限
に
封
す
る
凡
て
の
憲
法
上
の
制
限
を
政
践
す
る
も
の
で
あ
り
、
合
公
閣
の
主
椛
を
完
全
に
壊
滅
に
師
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
」
(
国
・
冨
・
0
5
4
F
E
S
S甘
m
m
o
g
E自
g
r
E
s
h・
念
。
と
云
っ
て
ゐ
る
。
斯
く
し
て
小
児
労
働
税
(
の
E
E
C
g
g円
、
吋
"
と
に
闘
す
る
規
定
は
、
A
口
衆
図
政
府
の
椛
限
外
に
属
す
る
d
非
同
応
的
目
的
の
手
段
と
し
て
の
租
税
の
泊
合
性
九
経
営
と
鰹
湾
'
d
]
の
懲
罰
規
定
で
あ
っ
て
、
憲
法
違
反
で
あ
る
事
が
明
瞭
に
せ
ら
れ
た
。
理
片
税
の
資
施
に
関
す
る
論
議
に
於
で
も
、
最
初
元
老
院
は
此
租
税
を
刑
罰
と
見
た
の
で
あ
る
が
、
後
此
見
解
が
改
め
ら
れ
、
・
「
之
を
刑
罰
と
一
五
っ
た
の
は
訣
り
で
あ
っ
た
。
事
賢
に
於
て
此
れ
は
租
税
で
あ
る
。
換
一
一
目
す
れ
は
此
法
案
は
国
片
の
賀
町
民
に
釘
し
著
し
く
大
な
る
租
税
を
課
す
る
も
の
で
あ
る
」
3
0
F
a
t
-
?
?
0
・ω
・
む
)
と
な
し
、
大
審
院
は
合
衆
図
の
課
税
椛
の
後
勤
に
基
く
も
の
と
し
て
、
之
を
、
有
数
と
判
定
し
た
。
(
註
)
註
ι
合
衆
国
政
府
の
課
税
擦
に
闘
す
色
混
法
の
解
路
に
閲
し
て
も
、
租
税
に
依
っ
て
官
等
の
所
詔
非
図
庫
的
目
的
私
混
行
し
得
る
や
に
就
て
程
々
の
論
議
が
あ
る
。
此
事
に
就
て
は
大
山
卯
次
郎
君
、
米
図
の
政
治
組
織
及
其
活
動
、
一
四
四
乃
至
一
四
六
頁
参
照
。
震
に
刑
罰
と
租
税
と
を
混
同
す
る
事
は
、
素
朴
的
な
租
税
政
策
の
特
色
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
現
代
の
単
者
に
於
け
る
と
同
様
に
、
官
房
墜
派
の
島
一
'
者
に
於
て
も
、
租
税
の
考
慮
と
刑
罰
の
考
慮
と
の
密
接
な
る
闘
腕
が
見
出
さ
れ
得
る
。
例
へ
ば
一
六
一
二
年
ボ
l
-一
ツ
ツ
は
、
租
、
税
の
性
質
を
有
す
る
〉
r
N
一
問
。
と
刑
罰
の
性
質
を
有
す
る
t
k
r
r
N
5
と
を
区
別
し
、
和
閣
の
蓉
修
法
に
合
ま
れ
て
ゐ
る
者
修
法
を
論
宇
る
に
蛍
り
、
容
修
財
の
所
有
と
亨
梁
と
は
貨
幣
袈
矢
と
一
五
ふ
罰
を
加
へ
る
基
礎
と
な
り
、
立
法
者
は
如
何
な
る
泣
反
が
貨
幣
に
で
支
梯
は
る
べ
き
重
き
坊
を
課
せ
ら
る
べ
き
か
、
又
如
何
な
る
違
反
が
軽
き
目
前
を
探
せ
ら
る
べ
き
か
、
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
い
て
ゐ
る
。
Q
-
F
E
z
-
-
R
Z
5
3
5刊のま色。
8
2
3
叩
伊
R
O
O
F
H
E
N
但
本
稿
は
ω
n
V
E
F
F
白・
0
・
ω
・
む
1
8
に
採
る
〉
。
容
修
財
の
泊
費
、
国
片
の
購
入
、
狗
身
生
活
の
向
山
寸
は
、
右
の
例
に
於
て
刑
罰
の
基
礎
と
な
る
「
悪
い
行
筋
」
で
あ
り
、
個
人
が
共
犯
罪
よ
り
離
脱
す
る
に
至
る
迄
刑
罰
を
加
へ
る
事
は
、
勧
善
懲
悪
の
意
義
に
於
て
正
し
い
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
右
の
議
論
に
訂
し
て
は
、
次
の
殺
な
開
持
論
を
提
出
し
得
る
。
「
刑
罰
も
亦
利
用
と
費
用
と
の
経
済
的
比
較
と
云
ふ
事
以
外
の
事
情
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。
刑
罰
を
一
文
く
る
者
は
、
共
罰
金
が
如
何
な
る
程
度
に
財
と
労
力
と
の
調
達
を
総
貸
せ
し
め
る
か
を
貨
幣
に
依
っ
て
計
算
す
る
。
刑
罰
的
租
税
と
雄
、
車
陀
費
用
の
増
加
を
生
ぜ
し
め
る
か
、
消
費
資
金
の
減
少
を
生
ぜ
し
め
る
か
の
何
れ
か
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
」
と
。
斯
く
主
張
す
る
人
は
、
純
粋
の
経
済
人
(
Z
B。
誌
の
。
g
E
g
C
則
ち
生
き
た
る
人
聞
の
一
方
面
の
み
を
考
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
従
て
北
ハ
主
張
は
極
め
て
一
面
的
な
る
も
の
と
し
て
担
否
し
得
る
。
刑
法
上
の
刑
罰
と
、
租
税
に
依
る
刑
罰
と
は
、
共
に
人
間
の
倫
理
的
方
面
従
て
図
家
的
規
範
に
遼
反
す
る
場
合
に
於
け
る
不
快
の
念
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
若
し
前
越
の
狗
白
河
税
を
専
ら
経
済
と
‘
一
五
ふ
見
地
の
み
よ
り
見
る
と
す
れ
ば
、
納
税
者
が
溺
身
で
あ
る
事
に
依
る
、
震
際
上
の
費
用
節
減
の
大
さ
と
同
程
度
に
租
税
を
課
さ
な
け
れ
二
O
ば
な
ら
ぬ
事
と
な
り
、
租
税
負
持
の
増
加
は
恐
ろ
し
く
莫
大
な
る
も
の
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
租
税
を
仇
敵
硯
し
、
之
を
刑
罰
と
す
る
見
解
は
.
H由
主
義
に
基
礎
付
け
ら
る
L
も
の
ず
あ
っ
て
、
租
税
を
禁
止
目
的
の
魚
の
手
段
と
し
て
利
用
ぜ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
乍
然
此
庭
に
同
時
に
危
険
が
浴
ん
で
ゐ
る
。
何
と
な
れ
ば
租
税
を
此
意
義
に
於
尤
使
用
す
る
時
は
、
著
し
く
索
朴
的
た
る
観
念
を
普
及
せ
し
め
る
恐
を
多
分
に
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
笠
「
刑
罰
税
」
〈
=
∞
円
gPSHR.-)
の
観
念
は
、
図
家
組
織
の
一
只
た
る
の
白
箆
が
租
税
に
依
っ
て
奥
へ
ら
れ
る
と
す
る
、
租
税
義
務
の
近
代
的
・
枇
合
的
、
見
解
に
著
し
く
遠
ざ
か
る
も
の
で
あ
る
。
租
税
d
政
策
の
中
に
刑
罰
視
が
織
り
込
ま
れ
る
時
は
叶
租
税
道
徳
に
封
し
て
好
ま
し
か
ら
ざ
る
影
響
を
奥
へ
る
事
に
な
る
で
あ
ら
う
。
此
庭
に
又
租
税
が
非
悶
応
的
目
的
に
到
す
る
乎
段
と
し
て
担
否
せ
ら
る
べ
き
理
由
の
一
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
以
上
研
究
し
来
っ
た
設
定
保
件
の
外
に
、
も
う
一
つ
依
件
が
あ
る
。
併
し
是
は
租
税
の
み
に
関
係
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
他
の
政
治
的
手
段
に
も
亦
関
係
あ
る
も
の
で
あ
る
。
ロ
ツ
ツ
は
租
税
の
「
副
目
的
」
に
到
し
特
別
な
る
注
目
を
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
彼
は
政
治
的
大
多
数
を
得
て
ゐ
る
所
の
政
治
国
体
が
、
租
税
法
規
に
依
っ
て
、
役
得
を
獲
得
し
得
る
事
を
述
べ
て
ゐ
る
。
ハ
巧
-
U
F
E自
主
5
5
E
F
3
5
P
N
5
1
ご
即
ち
図
リ
バ
又
は
議
人
目
に
於
け
る
多
数
を
以
て
北
ハ
足
場
と
す
る
所
の
政
府
は
、
自
己
を
支
持
す
る
殺
な
政
治
国
休
に
釘
し
て
、
租
税
上
の
佼
沼
を
脳
ハ
へ
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
O
L
〆
(
四
)
租
税
を
刑
罰
に
利
用
す
る
場
合
の
数
呆
は
、
図
家
的
規
範
へ
の
泣
反
に
封
し
て
加
へ
ら
る
L
刑
罰
に
封
し
て
、
恐
怖
と
不
快
三
が
感
ぜ
ら
る
L
場
合
に
の
み
、
現
は
る
a
A
も
の
で
あ
る
0
1
誌
が
全
土
地
ぜ
ら
れ
な
い
か
、
又
は
不
充
分
に
感
ぜ
ら
れ
る
場
合
に
於
て
は
、
羽
川
罰
税
の
款
問
烈
は
椛
買
に
は
現
は
れ
な
い
。
尚
北
ハ
他
に
経
済
的
保
件
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
O
特
に
経
済
的
見
地
よ
り
し
て
は
、
非
国
庫
的
和
税
の
数
制
球
を
危
く
す
る
所
の
租
税
制
抑
妹
可
能
性
が
注
目
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
期
待
せ
ら
れ
て
ゐ
る
非
図
版
的
目
的
を
確
寅
に
寅
現
す
る
勾
に
は
、
立
法
者
が
負
捻
を
叉
く
る
で
あ
ら
う
と
考
へ
て
ゐ
る
主
体
(
租
税
到
達
者
)
に
租
税
負
捨
が
邸
着
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
負
拾
の
回
避
別
ち
特
妹
は
、
非
図
時
的
目
的
を
賀
現
せ
し
め
な
い
で
あ
ら
う
。
.
元
来
、
租
税
制
抑
妹
な
る
事
象
が
重
要
性
を
有
す
る
の
は
、
園
山
即
的
租
税
に
在
つ
て
は
製
議
業
者
よ
り
徴
収
せ
ら
る
L
泊
費
税
に
於
け
る
が
非
図
匝
的
目
的
の
手
段
と
し
て
の
租
税
の
泊
合
性
鰹
管
と
経
済
如
く
、
立
法
者
に
依
っ
て
北
ハ
将
嫁
の
期
待
せ
ら
る
t
h
場
合
、
又
は
租
税
の
取
戻
し
が
行
は
れ
て
、
租
税
政
入
の
減
少
の
懸
念
せ
ら
る
L
様
な
場
合
に
於
て
で
あ
る
。
然
る
に
非
図
路
的
租
税
に
在
っ
と
は
、
事
情
を
具
に
し
、
特
嫁
が
行
は
れ
て
共
負
捨
が
租
税
到
達
者
に
防
品
一
一
泊
せ
ざ
る
に
至
る
や
否
や
、
斯
税
は
全
く
共
窓
義
を
失
ふ
の
で
あ
る
。
故
に
非
閣
時
的
租
税
に
於
て
は
、
閣
時
的
租
税
に
於
け
る
よ
り
も
、
制
抑
嫁
過
程
を
よ
り
根
本
的
に
検
討
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
「
凡
て
の
租
税
は
聡
嫁
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
材
料
嫁
理
論
の
研
究
を
行
ふ
事
は
‘
大
し
た
意
義
を
有
し
な
い
」
と
云
ふ
主
張
を
な
す
者
の
存
ず
る
事
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
此
主
張
は
、
凡
て
の
租
税
は
負
捻
と
し
て
感
ぜ
ち
る
L
も
の
で
あ
っ
て
、
凡
て
の
納
税
者
は
租
税
到
注
者
と
し
て
指
定
せ
ら
る
L
と
否
と
を
問
は
歩
、
此
負
捻
を
菟
か
れ
ん
と
す
る
欲
求
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
一
五
ふ
意
義
に
於
て
正
し
い
O
(
註
し
乍
然
此
守
ふ
の
余
地
な
き
事
質
が
存
す
れ
ば
と
て
、
此
事
震
よ
り
生
、
チ
る
結
果
を
是
認
す
る
評
に
は
行
が
な
い
。
註
、
此
劫
合
、
淫
法
的
な
る
脱
税
は
勿
論
論
丹
と
す
べ
き
で
あ
る
。
現
代
の
経
済
は
、
次
の
ニ
つ
の
特
殊
的
な
性
質
に
図
っ
て
、
以
前
の
経
済
よ
り
も
、
土
り
大
な
る
椋
嫁
可
能
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
0
1
、
現
代
私
経
済
の
移
動
性
l
i
一
の
営
利
経
済
部
門
よ
り
他
の
鈴
利
経
済
部
門
へ
の
資
本
の
移
動
、
営
業
所
の
場
所
的
愛
動
、
企
業
の
法
的
形
式
を
間
総
見
す
る
事
の
容
易
性
等
は
、
租
税
回
避
の
可
能
性
を
大
な
ら
L
め
る
。
2
、
例
々
の
皆
利
経
済
は
綾
雑
怠
る
性
質
を
宥
し
、
租
税
に
依
っ
て
生
じ
た
る
費
用
の
増
加
を
、
他
の
営
利
経
済
部
門
に
斡
嫁
す
る
事
が
容
易
と
な
っ
て
ゐ
る
。
他
方
に
在
つ
て
は
、
現
代
泊
費
経
済
は
北
ハ
多
方
面
性
に
依
り
、
課
税
せ
ら
れ
な
い
商
品
に
依
っ
て
需
要
を
充
足
し
、
斯
く
す
る
誌
に
図
っ
て
租
税
を
節
約
す
る
事
が
出
来
、
或
は
自
己
生
産
を
行
ふ
事
に
依
っ
て
、
租
税
を
回
避
す
る
事
が
出
来
る
。
吾
等
は
此
庭
に
具
体
的
な
る
例
に
依
り
、
租
税
主
体
が
共
謀
せ
ら
れ
た
る
負
拾
を
回
避
し
得
る
多
く
の
方
法
を
考
へ
て
見
ょ
う
。
此
庭
に
は
百
貨
・
応
に
釘
す
る
駄
目
止
的
意
義
を
有
す
る
特
殊
税
を
採
り
上
げ
る
。
百
貨
庖
が
期
待
せ
ら
れ
た
様
な
方
法
で
、
此
租
税
に
均
し
反
応
を
奥
へ
る
誌
は
可
能
で
あ
る
。
悲
し
租
税
の
震
に
営
業
費
が
著
し
く
増
大
し
τ、
企
業
牧
益
が
零
の
賠
迄
低
下
す
る
程
度
に
達
す
る
時
は
、
企
業
者
は
企
栄
を
停
止
す
る
で
あ
ら
う
。
和
税
に
依
っ
て
音
質
応
を
総
減
せ
ん
と
す
る
企
て
は
、
，
弐
の
様
な
事
情
の
存
在
す
る
事
に
依
っ
て
不
可
能
と
な
る
。
ー
、
企
業
者
は
自
己
の
牧
盆
を
引
下
げ
る
事
に
依
っ
て
費
用
増
加
を
容
認
す
る
。
2
、
費
用
増
加
を
容
認
す
る
に
蛍
り
、
牧
盆
の
低
下
は
他
の
租
税
地
域
に
存
ず
る
支
庖
に
於
け
る
牧
盆
の
増
加
に
依
っ
て
補
填
す
る
。
3
、
費
用
増
加
を
容
認
す
る
に
や
同
り
、
此
費
用
増
加
を
技
術
的
な
る
経
営
改
善
に
依
っ
て
相
殺
す
る
。
4
、
.
費
用
増
加
を
容
認
す
る
に
営
り
、
他
の
経
営
費
の
節
仙
川
、
特
に
賃
銀
の
引
下
に
依
っ
て
補
填
す
る
。
5
、
費
用
増
加
を
容
認
す
る
に
蛍
h
y
、
商
品
供
給
者
へ
の
後
持
を
行
ふ
。
百
貨
応
は
大
量
に
商
品
を
買
入
れ
る
か
ら
、
斯
る
縛
嫁
方
法
を
行
ふ
一
与
が
容
易
で
あ
る
。
、
，
6
、
究
用
増
加
を
容
認
す
る
に
営
り
一
個
々
の
商
品
又
は
凡
て
の
商
品
の
債
格
を
引
上
げ
、
買
主
に
縛
嫁
す
る
。
r
企
栄
者
自
ら
の
泊
費
経
済
と
、
共
営
利
経
済
と
が
密
接
に
接
濁
し
て
ゐ
る
様
左
企
業
に
在
つ
て
は
、
多
く
の
租
税
回
避
可
能
性
が
存
す
る
。
〆
一
例
と
し
て
J
此
ぃ
胞
に
生
産
者
よ
り
徴
牧
せ
ら
る
L
所
の
禁
止
的
た
沼
税
に
依
っ
て
、
回
合
の
醸
治
業
者
が
負
携
を
課
せ
ら
る
L
場
合
を
考
へ
τ見
ょ
う
。
国
合
の
附
剛
造
業
者
は
、
現
代
の
工
業
的
又
は
商
業
的
な
都
命
日
的
企
業
の
移
動
性
を
知
ら
や
し
て
、
殆
ん
E
病
的
に
自
己
の
営
業
を
同
守
ぜ
ん
と
し
、
自
己
の
泊
突
経
済
を
犠
牲
に
供
し
て
ま
で
も
、
共
営
業
を
総
持
し
上
う
と
努
力
す
る
で
あ
ら
う
。
彼
は
或
は
白
己
の
食
物
・
衣
類
・
晴
好
品
等
に
封
す
る
治
交
を
制
限
し
、
或
は
家
事
的
労
働
力
を
営
業
の
矯
に
使
用
し
、
又
或
は
費
用
の
増
加
を
鷲
ら
す
所
の
外
来
の
労
働
力
を
解
雇
す
る
o
斯
く
し
て
彼
は
一
仰
の
顧
客
が
債
格
ー
騰
貴
に
耐
え
な
い
と
考
へ
ら
る
L
保
件
の
縮
減
を
計
る
。
農
業
に
於
て
は
、
他
の
生
産
部
門
へ
の
特
換
は
、
著
し
く
授
慢
に
行
は
る
L
に
過
ぎ
な
い
。
従
て
此
非
図
底
的
租
税
の
数
果
は
、
若
干
時
日
の
経
過
の
後
、
鑓
か
に
生
じ
得
る
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ら
任
。
-
禁
止
税
の
作
用
を
弱
く
す
る
、
可
な
り
庚
汎
な
可
能
性
は
、
同
一
経
済
部
門
に
屈
す
る
所
の
各
企
業
が
、
鼻
、
な
れ
る
大
さ
の
費
用
を
以
て
活
動
す
る
場
合
に
生
や
る
ο
突
川
小
に
し
て
、
従
て
よ
り
え
な
る
牧
盆
を
得
て
・
活
動
す
る
企
業
に
取
っ
て
は
、
商
品
の
債
格
に
含
ま
る
L
牧
盆
を
引
下
げ
て
租
況
を
負
捻
す
る
事
が
、
比
絞
的
に
容
易
で
あ
る
。
何
と
な
れ
特
ば
斯
る
企
業
は
、
従
来
極
め
て
小
な
る
牧
盆
を
得
て
活
動
し
来
っ
た
企
業
が
、
競
争
に
耐
え
得
ざ
る
に
至
り
、
生
産
を
停
止
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
事
を
考
慮
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
此
結
果
と
し
て
一
、
、
大
な
る
牧
盆
を
事
げ
来
っ
た
企
業
の
商
品
交
上
量
は
夏
に
増
加
し
て
、
租
税
に
図
る
費
用
増
加
も
容
易
に
補
填
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
経
済
的
保
件
の
下
に
質
施
せ
ら
る
L
禁
止
税
の
殻
果
は
、
呆
気
遺
勤
に
依
っ
て
も
亦
妨
害
を
交
け
る
。
好
景
気
に
際
し
τは
、
租
税
は
容
非
図
底
的
目
的
の
手
段
と
し
て
の
租
抵
の
砲
合
性
経
営
と
経
済
一一四
易
に
負
捻
せ
ら
る
L
け
れ
共
、
不
景
気
に
際
し
て
は
、
小
な
る
租
税
も
大
な
る
負
捨
と
し
て
感
ぜ
ら
れ
る
も
の
-
で
あ
る
。
《
註
)
註
‘
此
描
に
関
す
る
茜
し
い
質
例
は
、
一
九
一
二
年
調
逸
に
行
は
れ
た
る
潟
替
底
引
抵
で
あ
る
。
同
年
秋
、
思
替
取
引
の
好
景
気
時
代
に
於
て
は
、
租
挽
た
引
よ
げ
て
も
容
易
に
負
担
せ
ら
れ
得
た
の
で
あ
る
が
、
一
九
二
二
年
夏
.
景
気
の
下
降
す
る
と
共
に
、
租
抵
は
民
に
苦
痛
と
感
ぜ
ら
れ
‘
そ
し
て
取
引
所
取
引
の
敏
感
性
の
潟
に
、
無
批
の
外
因
取
引
所
に
逃
越
す
る
傾
向
が
現
は
れ
、
租
現
在
中
止
す
べ
し
と
の
聾
が
大
と
な
っ
た
。
仏
刷
局
に
法
的
工
作
が
ん
付
は
れ
ゐ
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
相
場
の
暴
落
に
依
っ
て
景
気
が
刺
段
せ
ら
れ
、
其
偏
に
斯
る
工
作
も
必
要
な
ぎ
に
至
っ
た
。
故
に
現
代
の
営
利
経
済
や
消
究
経
済
の
鑓
移
住
・
多
方
面
性
・
復
雑
性
に
依
っ
て
、
非
図
版
的
組
況
の
放
旧
市
は
大
に
削
減
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
向
場
合
に
伏
つ
て
は
、
租
税
負
擦
が
市
場
に
於
て
負
捨
じ
得
な
い
大
さ
と
な
る
時
は
、
自
己
生
産
へ
の
逃
滋
を
刺
戟
す
る
事
も
、
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・
沼
税
の
税
率
が
徐
り
に
大
と
な
る
時
は
、
泊
の
，
統
治
が
多
く
行
は
る
a
h
に
至
る
で
あ
ら
う
。
前
述
の
如
く
、
凡
て
の
納
税
有
は
祖
税
負
拾
を
兎
か
札
ょ
う
と
努
力
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
非
図
府
的
目
的
を
確
賞
に
質
現
ず
る
に
は
.
附
加
的
租
税
よ
り
も
租
税
軽
減
を
泊
訟
と
す
る
。
併
し
租
税
騒
波
と
峰
、
是
に
依
っ
て
確
寛
に
非
図
版
的
な
一
定
目
慌
に
到
達
せ
ん
と
す
る
限
り
、
細
心
の
注
意
を
以
て
資
施
ぜ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
祖
枕
軽
減
に
対
し
経
済
よ
り
奥
へ
ら
る
L
限
界
は
、
何
々
の
場
合
に
於
て
次
の
原
則
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
る
。
別
ち
祖
枕
上
優
遇
を
-
党
く
可
き
集
問
に
於
て
管
業
上
の
牧
益
を
不
必
要
と
す
る
程
度
に
、
間
以
格
低
下
を
可
能
な
ら
し
め
る
べ
き
で
は
な
く
、
そ
し
て
此
程
度
に
需
要
供
給
の
関
係
に
漣
化
を
生
ぜ
し
め
で
は
な
ら
な
い
と
の
原
則
是
で
あ
る
。
非
図
底
的
租
税
を
震
加
す
る
に
岱
つ
て
は
、
著
し
く
復
目
稚
な
る
注
意
が
抑
ぽ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
宛
か
も
立
法
者
の
定
め
た
る
法
規
が
租
税
負
拾
の
配
分
を
決
定
し
得
な
い
と
等
し
く
、
納
税
者
の
意
思
も
亦
終
局
的
な
租
税
配
分
に
取
っ
て
決
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。
就
中
、
納
税
者
の
意
思
が
負
指
配
分
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
や
は
、
外
部
的
な
事
情
に
依
っ
て
定
ま
る
も
の
で
あ
る
。
共
詳
細
は
租
税
特
嫁
論
に
於
τ研
究
す
べ
き
で
b
っ
て
、
本
稿
に
供
、
τは
、
非
図
版
的
租
税
に
取
っ
で
重
要
な
る
諸
黙
を
述
べ
る
に
止
め
る
。
，
租
税
負
援
の
霊
感
を
感
交
す
る
程
度
は
、
租
税
の
ふ
へ
さ
と
北
パ
方
式
・
租
税
義
務
者
の
租
税
催
者
に
対
す
る
主
規
的
な
立
場
・
所
得
の
大
さ
と
共
成
立
方
法
'
合
理
化
又
は
向
口
刊
の
品
賢
建
史
等
に
依
り
負
捻
を
容
易
な
ら
し
め
る
可
能
性
等
の
諸
保
件
に
依
っ
て
定
ま
る
の
で
あ
る
が
、
若
し
同
一
事
.
情
の
下
に
在
っ
て
経
済
的
に
競
争
す
る
他
。
納
税
者
が
負
擦
を
自
ら
引
交
け
る
時
は
、
仮
令
側
々
の
納
税
者
の
締
嫁
意
思
の
著
し
く
狙
い
場
合
と
殿
、
持
嫁
は
賢
現
し
符
・
泣
い
β
時
一
一
目
す
れ
ば
、
若
し
租
税
上
の
附
加
的
な
負
捨
叉
は
新
た
る
負
捺
に
依
っ
て
、
市
場
関
係
に
袋
化
を
生
十
る
時
は
、
意
識
的
又
は
無
意
識
的
に
集
国
的
意
思
が
成
立
す
る
。
意
識
的
な
る
集
闘
行
潟
は
一
の
組
識
を
前
旋
し
、
無
意
識
的
な
る
集
回
行
筋
は
、
租
税
義
務
去
が
自
己
の
行
動
す
る
通
り
に
競
争
者
も
亦
行
動
す
る
で
あ
ら
う
と
の
猿
恕
よ
り
生
起
す
る
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
租
税
回
避
の
行
は
れ
た
る
後
に
生
十
る
所
の
終
局
的
結
四
球
は
、
市
場
の
欣
態
に
依
っ
て
芸
同
誌
を
生
十
る
。
著
L
く
弾
力
性
あ
る
需
要
の
存
す
る
市
場
に
於
て
は
、
各
生
産
者
は
仮
令
強
力
・
な
る
カ
ル
テ
ル
の
形
成
せ
ら
る
L
場
合
に
於
て
も
、
共
商
品
の
原
偵
計
算
に
依
ヲ
て
債
格
を
定
め
る
誌
が
大
し
た
意
義
を
有
し
な
い
事
を
後
見
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
若
し
強
力
な
る
カ
ル
テ
ル
の
下
に
於
て
、
偵
格
引
上
が
行
は
れ
た
と
し
て
も
、
民
主
に
取
っ
て
有
利
た
結
某
を
生
宇
る
も
の
で
は
な
く
、
需
要
の
低
下
従
τ販
安
曇
一
の
低
下
に
依
り
、
一
例
宛
の
利
盆
・
の
増
加
分
を
一
超
え
る
程
度
の
抗
失
が
生
宇
る
誌
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
需
要
ρ弾
力
性
は
、
多
方
面
な
経
済
的
並
に
経
済
外
的
な
要
凶
に
依
つ
て
定
ま
る
も
の
で
あ
り
、
就
中
、
需
要
者
。
泊
費
の
断
念
又
は
泊
費
の
鑓
史
に
依
O
て
購
入
を
回
避
せ
ん
と
す
る
意
思
と
可
能
性
と
は
、
最
、
も
霊
.
一
裂
な
役
.
制
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。
前
訟
の
m似
た
租
税
制
料
放
の
重
要
な
る
経
済
的
依
件
に
関
す
る
極
め
て
簡
単
な
る
考
察
に
依
っ
て
も
、
租
税
軽
減
は
非
図
底
的
租
税
此
策
の
P
長
も
確
貨
な
る
手
段
で
あ
る
と
云
ふ
一
帯
を
認
め
符
る
。
積
極
的
に
は
次
の
如
く
云
ふ
事
が
出
来
る
心
即
ち
非
園
出
的
租
税
政
策
は
、
成
る
可
く
弱
く
し
て
不
統
一
的
な
る
和
税
特
嫁
意
思
1
1
1
此
意
思
は
外
部
的
な
廓
擦
に
合
同
す
る
も
の
で
あ
る
が
ー
ー
を
喚
起
す
る
や
う
に
注
意
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
、
を
。
右
の
斡
妹
可
能
性
乞
不
問
に
附
し
て
、
以
下
車
に
流
通
経
済
的
保
件
の
下
に
於
け
る
非
図
底
的
租
税
の
数
呆
を
考
え
て
H
A
ょ
う
o
非
図
ぃ
知
的
租
税
の
放
川
水
は
、
課
税
が
受
け
る
位
利
経
済
的
並
に
泊
費
経
済
的
過
程
に
於
て
獲
得
せ
ら
る
L
生
産
者
又
は
治
費
者
の
一
徐
剰
の
穴
さ
に
依
ク
τ定
ま
る
。
若
し
租
税
が
続
か
に
阪
田
仲
牧
径
を
奉
ぐ
る
に
過
ぎ
な
い
絞
な
企
業
、
換
一
一
一
目
す
れ
ば
企
業
者
が
引
績
き
活
動
を
行
ひ
特
る
収
益
中
の
円
以
小
収
益
を
獲
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
企
業
に
認
せ
ら
る
.
L
時
、
又
は
限
界
飴
剰
を
供
す
る
に
過
ぎ
な
い
消
費
、
換
言
す
れ
ば
泊
殺
者
が
倫
需
要
。
充
足
を
国
守
す
る
除
剰
中
の
最
小
除
剰
を
供
し
τゐ
る
談
た
泊
費
に
諜
せ
ら
る
L
時
は
、
北
川
租
税
は
数
川
市
を
生
じ
得
る
。
租
税
に
依
っ
て
生
十
る
費
用
増
加
は
、
限
界
除
剰
以
下
に
飴
剰
を
低
下
せ
し
め
、
営
該
生
産
又
は
消
費
へ
の
誘
凶
は
共
程
度
に
減
少
す
る
。
著
し
く
大
た
る
牧
益
を
器
げ
つ
L
あ
る
企
栄
、
又
は
絶
釘
的
な
生
活
必
需
品
や
慣
習
的
晴
好
口
聞
の
泊
費
者
は
、
自
ら
租
税
的
費
用
を
負
捻
非
図
庫
的
目
的
の
手
段
と
し
て
の
租
抵
の
調
合
性
二
五
怒
管
と
飽
期
間
し
、
間
応
に
取
。
て
大
な
る
牧
入
を
供
す
る
所
の
租
税
容
体
と
な
る
。
何
と
な
れ
ば
斯
る
企
業
や
泊
費
者
の
徐
剰
は
限
界
除
剰
以
上
に
大
に
し
て
)
費
用
が
増
加
し
て
も
、
生
産
又
は
消
費
が
非
牧
盆
的
な
も
の
と
な
る
程
度
に
徐
剰
が
低
下
す
る
事
は
な
い
か
ら
で
あ
る
?
斯
る
企
業
や
泊
費
者
に
し
て
は
、
通
常
的
な
る
高
さ
に
於
け
る
租
税
は
、
非
園
出
的
目
的
の
震
の
手
段
と
し
て
不
池
訟
で
あ
る
。
個
々
の
場
合
に
非
図
時
的
租
税
が
共
非
園
出
的
、
禁
止
的
た
る
作
用
を
資
現
す
る
に
は
、
理
論
上
、
租
税
負
捻
は
如
何
な
る
大
さ
で
な
け
~
れ
ば
た
ち
た
い
か
?
共
れ
は
直
ち
に
明
白
で
あ
る
。
即
ち
租
税
負
お
は
、
共
生
起
せ
し
め
る
所
の
費
加
の
増
加
に
依
っ
て
企
栄
又
は
泊
費
の
資
際
の
収
益
と
限
界
股
盆
と
の
差
額
が
零
と
な
る
程
度
に
、
換
守
一
目
す
れ
ば
牧
盆
が
限
界
牧
盆
以
下
に
低
下
す
る
程
度
に
、
大
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
σ
新
る
場
合
に
於
て
の
み
、
一
例
人
は
蛍
該
生
産
又
は
泊
費
を
停
止
す
る
で
あ
ら
う
。
資
際
に
が
、
て
)
限
界
泊
費
者
と
な
る
べ
き
泊
費
者
の
数
が
大
と
た
れ
ば
な
る
程
、
そ
し
て
限
界
牧
益
の
上
に
止
ま
る
企
栄
者
の
数
が
大
と
な
れ
ば
た
お
程
、
非
図
応
的
租
税
の
作
用
は
、
北
ハ
れ
丈
民
汎
に
現
は
れ
る
。
租
税
は
生
産
又
は
泊
費
に
関
係
の
な
い
社
合
人
の
任
意
的
な
行
筋
を
、
経
済
的
な
行
鋳
た
ら
し
め
る
事
が
出
来
る
。
溺
身
生
活
の
同
執
は
共
が
課
税
吐
ら
る
与
や
否
や
、
賀
川
を
生
ぜ
じ
め
る
事
と
た
り
、
一
因
を
去
ワ
て
他
国
に
渡
航
す
る
事
は
}
移
住
税
に
因
っ
て
経
済
的
な
行
魚
と
な
る
c
此
庭
に
一
般
政
治
的
な
考
胞
の
み
よ
り
す
れ
ば
中
止
せ
ら
る
べ
き
非
図
路
的
租
税
政
策
も
、
理
論
上
無
制
限
な
可
能
性
が
血
べ
~
ち
れ
る
忍
と
な
る
。
乍
然
H
X
等
凡
で
の
租
税
に
到
し
て
、
右
に
述
べ
た
校
な
経
済
的
法
則
、
則
ち
租
税
を
し
て
，
共
数
即
刻
を
設
生
せ
し
め
る
矯
ιは
、
共
和
税
の
大
さ
は
、
徐
剰
が
限
界
除
剰
以
下
に
低
下
す
る
程
度
に
大
で
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
と
の
原
則
が
岱
蹴
る
。
(
五
)
一一六
以
上
論
A
Y
る
所
よ
り
し
て
、
非
関
庫
的
租
殺
の
数
川
市
の
達
成
に
闘
し
、
次
一
の
絞
な
原
則
的
結
論
が
得
ら
れ
る
。
ー
、
非
図
応
的
租
税
は
、
著
し
く
分
化
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
促
進
又
は
抑
制
せ
ら
る
べ
き
一
定
の
過
程
と
密
接
な
る
関
聯
に
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
て
非
図
出
的
租
税
は
決
し
て
図
底
的
目
的
と
混
諭
し
て
資
施
せ
ら
る
べ
き
で
な
い
。
併
し
震
際
に
於
て
は
、
此
二
つ
の
目
的
の
混
濁
は
屡
々
行
は
れ
て
ゐ
る
。
2
、
租
税
負
捨
に
依
っ
て
、
抑
制
的
作
用
は
促
進
的
作
用
よ
り
も
、
よ
り
容
易
に
生
起
す
る
。
何
と
な
れ
ば
皐
な
る
租
税
負
捨
に
お
し
て
は
、
極
々
様
々
の
行
策
可
能
性
を
以
τ封
抗
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
-
3
、
集
図
的
意
思
の
成
立
は
、
出
来
る
丈
防
止
せ
ら
れ
ね
ば
な
ち
な
い
。
之
を
防
止
す
る
に
は
、
非
図
硲
的
租
税
と
共
に
、
法
的
命
令
を
，
公
布
す
る
必
要
が
る
る
。
無
意
識
的
な
る
集
図
的
意
思
は
、
租
税
が
同
種
類
の
経
済
的
地
位
に
関
聯
し
て
課
せ
ら
る
L
場
合
、
例
へ
ば
租
税
が
一
・
{
見
生
産
部
門
の
統
轄
的
生
産
費
に
封
し
課
せ
ら
れ
る
様
な
場
合
に
・
成
立
す
る
。
租
税
な
る
民
交
と
、
租
税
義
務
者
の
経
済
的
地
位
と
の
;
t
惑
櫛
が
密
接
で
な
く
漠
然
と
し
τな
れ
ば
烏
る
程
、
租
税
負
捨
は
側
々
の
場
合
に
於
て
兵
な
つ
だ
作
用
を
賀
ら
し
、
従
て
斯
る
場
合
、
租
税
に
封
す
る
租
税
義
務
者
の
反
底
は
握
ま
っ
た
も
の
と
し
て
は
現
は
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
4
、
市
場
の
欣
態
に
討
し
て
円
以
大
の
注
意
が
梯
は
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
非
園
内
的
租
税
に
取
っ
て
回
収
も
好
都
合
な
る
欣
態
は
、
異
な
っ
た
生
産
方
法
に
依
っ
て
生
産
せ
ら
る
L
所
。
二
つ
の
商
品
が
、
全
ぐ
同
一
の
方
法
を
以
て
需
要
に
役
一
笠
つ
が
如
き
場
合
に
興
ヘ
ら
れ
る
。
斯
く
互
に
坊
守
す
る
所
の
二
種
向
口
川
の
内
の
一
が
、
特
殊
租
税
を
叩
仰
せ
ら
れ
る
時
は
、
少
く
井
商
品
の
債
格
に
依
る
此
租
税
の
特
嫁
は
絶
討
に
行
は
れ
得
な
い
。
若
し
此
二
湿
の
商
品
の
各
生
産
者
が
同
一
原
料
に
依
っ
て
生
産
を
行
ふ
時
は
)
課
税
を
叉
け
た
生
産
者
は
漸
失
行
撃
を
受
く
る
と
共
に
、
課
税
を
活
か
れ
た
る
生
産
者
は
生
所
費
の
引
上
を
行
ふ
一
帯
無
く
し
て
一
共
供
給
を
増
加
す
る
事
が
出
来
る
o
此
限
り
に
於
て
租
税
到
達
者
が
確
定
的
な
拾
税
者
と
な
る
。
此
場
合
に
於
け
る
非
図
庖
的
租
税
は
一
、
只
形
式
的
に
は
非
図
府
的
な
租
税
控
減
で
は
な
い
が
、
寅
質
的
に
は
租
況
軽
減
と
異
な
る
所
は
な
い
。
比
一
品
に
就
之
は
前
に
述
べ
た
お
り
で
あ
る
。
川
以
上
の
詳
細
な
る
鮮
明
に
依
っ
て
、
薬
園
昨
的
租
税
政
策
が
著
し
く
狭
い
領
域
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
事
を
諒
知
し
得
る
。
資
に
非
園
脂
的
租
税
は
、
資
際
に
於
τ、
僅
か
に
稀
な
る
場
合
に
於
て
の
み
、
好
ま
し
い
結
果
を
鷲
ら
し
得
る
で
あ
ら
う
。
租
税
千
段
の
目
以
も
重
要
な
る
快
財
は
、
北
パ
作
用
が
普
通
的
で
あ
る
事
で
あ
る
。
故
に
若
し
側
々
の
過
程
を
抑
制
せ
ん
と
す
る
場
合
、
是
に
討
し
て
極
め
て
煩
喰
な
る
租
税
制
度
を
探
川
ず
る
一
品
は
、
多
く
の
多
合
、
大
足
る
放
川
市
を
生
じ
な
い
で
あ
ら
う
。
他
方
に
於
て
租
税
重
陸
一
が
多
く
の
同
種
類
の
過
程
に
討
し
て
探
せ
ら
る
L
時
は
、
一
般
に
前
越
の
集
問
的
意
ぽ
の
攻
立
を
促
す
恐
が
あ
り
、
此
集
図
的
意
思
は
一
定
の
保
件
の
下
に
が
、
て
の
み
抑
墜
せ
ら
れ
得
る
ひ
斯
る
障
害
の
存
し
な
い
場
合
に
於
て
も
、
恐
ら
く
は
他
の
障
害
が
現
は
れ
る
で
あ
ら
う
。
仮
令
非
園
一
陣
的
目
的
。
一
部
分
が
到
達
せ
ら
れ
る
に
し
て
も
、
多
く
の
希
は
し
か
ら
ざ
る
副
作
川
の
現
は
る
L
で
あ
ら
う
事
を
齢
的
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
凡
て
の
好
ま
し
か
ち
ざ
る
副
作
用
は
、
非
図
内
的
租
税
に
於
て
も
、
岡
山
凶
的
租
税
に
於
け
る
と
同
伐
に
、
図
民
経
済
上
の
損
犬
で
あ
る
。
比
五
に
副
作
用
と
穏
非
図
庫
的
目
的
の
手
段
と
し
て
の
租
挽
の
泊
合
性
二
七
経
営
と
経
済
二
入
せ
ら
る
L
所
の
事
象
は
寸
異
常
に
大
な
る
影
響
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
従
来
租
税
識
の
研
究
に
於
て
は
直
接
に
侵
格
形
成
と
関
聯
す
る
所
の
碍
嫁
の
可
描
性
に
片
附
け
て
了
ぴ
、
此
現
象
を
経
く
取
扱
っ
て
来
た
様
で
あ
る
。
此
事
象
の
二
三
の
例
を
事
ぐ
れ
川
ば
、
企
業
立
地
の
凌
更
・
企
業
単
位
の
法
律
的
並
に
資
質
的
方
式
の
叉
け
る
影
響
・
生
産
の
方
向
と
性
質
の
受
け
る
鑓
化
等
で
あ
る
。
凡
て
是
等
の
経
済
的
保
件
は
、
凡
て
の
竹
担
税
上
り
間
接
に
影
響
を
受
け
る
事
は
明
白
で
あ
る
Q
何
と
な
れ
ば
流
通
経
済
の
凡
て
の
「
仕
掛
け
」
は
、
有
数
需
要
の
経
済
的
支
足
の
上
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
る
も
ひ
で
あ
り
、
そ
し
て
新
な
る
租
税
は
、
此
有
数
需
要
の
組
成
に
鑓
化
を
賀
ら
す
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
綜
合
経
済
的
に
見
τ、
租
税
と
一
五
ふ
「
死
し
た
る
」
ゴ
ス
ト
は
、
非
合
目
的
的
に
賢
施
せ
ら
る
L
場
合
、
大
な
る
程
度
に
達
す
る
事
が
あ
る
で
あ
宮
う
。
理
想
と
し
て
は
)
非
図
脳
的
租
税
は
経
済
を
期
待
せ
ら
れ
た
椋
必
修
正
す
る
事
以
外
の
作
用
を
及
ぼ
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
非
図
底
的
租
税
対
斯
る
大
な
る
要
求
に
趨
合
し
な
い
事
は
、
充
分
に
知
っ
て
泣
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
故
に
立
法
者
は
非
図
版
的
租
税
と
一
五
ふ
共
殻
果
の
著
し
く
疑
は
し
い
方
法
に
依
る
よ
り
も
、
他
の
方
法
に
依
っ
て
よ
り
確
震
に
、
少
く
共
経
済
に
到
し
で
よ
り
小
な
る
撹
乱
を
阻
ハ
へ
τ、
目
的
を
達
し
得
ざ
る
や
を
考
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
わ
け
で
非
岡
山
州
的
租
税
は
特
殊
の
芭
捷
的
立
法
を
回
避
す
る
方
法
で
あ
っ
て
一
部
の
利
害
関
係
者
の
希
望
を
入
れ
て
震
施
せ
ら
る
L
恐
れ
の
多
分
に
存
ず
る
も
の
で
あ
る
か
ら
1
立
法
者
は
特
に
此
黙
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
乍
然
、
以
上
の
絞
な
難
射
の
存
す
る
に
も
拘
は
ら
宇
、
政
治
の
現
寅
に
於
て
は
、
非
圏
内
目
的
の
箆
に
租
税
を
採
樫
す
る
事
は
往
々
見
る
所
で
あ
る
。
斯
く
政
治
的
に
定
め
ら
れ
た
る
非
図
成
的
租
税
は
、
一
定
の
経
済
的
可
能
性
の
内
に
於
て
の
み
、
震
際
的
重
要
性
を
見
出
す
も
の
で
あ
る
。
故
に
ラ
ン
ベ
は
云
ふ
「
彼
れ
H
一
応
れ
の
財
政
々
策
的
手
段
の
許
容
し
得
ベ
き
や
否
ゃ
に
関
し
て
、
先
験
的
批
判
を
行
ふ
事
は
、
財
政
事
者
正
し
く
云
へ
ば
財
政
問
題
を
取
扱
ふ
経
済
担
者
に
開
局
す
る
問
題
で
は
な
い
。
経
済
成
十
者
は
共
研
究
分
野
に
於
τ遭
遇
す
る
所
の
重
大
な
る
経
済
問
題
、
。
別
ち
凡
て
の
浬
論
上
、
資
際
上
重
要
な
る
経
済
問
題
を
、
経
済
批
判
的
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
斯
く
し
て
始
め
て
経
済
撃
者
は
、
共
研
究
の
結
果
と
し
て
、
普
遍
受
営
な
る
決
定
を
提
供
せ
や
し
で
、
意
識
的
に
一
方
的
な
る
決
定
、
「
別
ち
只
経
済
的
な
る
も
の
」
(WEd-吋
J
司
王
切
円
宮
内
己
主
5
.
J
に
限
定
せ
ら
れ
た
る
決
定
を
供
す
る
事
が
出
来
る
。
従
て
非
図
版
的
な
る
任
務
の
途
行
の
矯
の
租
税
の
作
用
d
を
一
般
的
に
稀
揚
す
ペ
き
か
、
或
は
非
難
す
べ
き
か
の
問
題
は
、
彼
の
任
務
と
す
る
所
で
ば
な
い
。
寧
ろ
彼
は
担
税
規
則
と
一
五
ふ
把
手
が
、
国
車
牧
入
外
の
考
慮
よ
り
し
て
も
、
日
勤
に
鷲
ら
せ
ら
れ
る
と
云
ふ
事
を
忍
従
す
べ
き
で
あ
る
。
政
治
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
た
る
目
慌
が
、
共
政
治
に
依
っ
て
同
様
に
選
探
せ
ら
れ
た
る
手
段
た
る
「
租
税
」
を
以
て
到
達
せ
ら
れ
得
る
や
否
や
、
そ
し
て
如
何
な
る
経
済
的
保
件
の
下
に
到
達
せ
ら
れ
得
る
や
を
、
厳
密
に
、
客
観
的
に
断
定
す
る
事
が
、
経
済
問
宇
者
に
奥
へ
ら
れ
た
る
任
務
で
あ
る
」
9
8ヲ
p
p
・c
・-ω
・ロ
δ
と。
(
ム
ハ
)
前
に
も
述
ペ
た
様
に
(
本
誌
第
二
十
九
年
第
一
珊
所
載
拙
稿
非
図
庫
的
租
挽
序
論
(
三
)
)
、
凡
て
の
非
図
底
的
民
的
設
定
は
、
担
税
の
財
政
牧
入
を
減
少
せ
し
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
斯
る
作
用
を
鷲
ら
す
事
は
、
非
図
底
的
租
税
法
一
況
の
一
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
も
あ
る
。
若
し
大
球
大
臣
が
園
出
郊
に
於
け
る
自
己
の
任
務
に
従
て
、
純
図
版
的
に
の
み
行
動
す
る
も
の
と
仮
定
す
れ
ば
、
宛
か
も
「
経
済
人
」
が
賓
際
に
経
済
を
行
ふ
人
問
。
抽
象
で
あ
る
様
に
‘
彼
は
具
体
的
大
蔵
大
臣
の
抽
象
に
外
な
ら
な
い
。
彼
が
自
己
に
取
っ
て
…
標
準
と
な
る
所
の
最
大
収
入
の
原
則
や
給
付
能
力
の
一
原
則
b
q
避
け
る
場
合
あ
り
と
す
れ
ば
、
共
の
二
つ
の
動
機
に
基
く
の
で
あ
る
。
ー
、
将
来
に
於
て
大
な
る
牧
入
を
供
す
る
に
至
る
見
込
の
あ
る
様
な
租
税
客
休
主
、
課
税
上
優
遇
す
る
事
り
必
要
な
る
場
合
。
将
来
牧
益
ぞ
翠
げ
る
で
あ
ら
う
所
の
企
業
、
「
生
産
的
」
ぜ
な
る
資
本
投
下
・
経
済
上
重
要
な
る
人
物
等
に
封
す
る
優
遇
の
如
き
は
、
園
践
的
な
ろ
動
機
と
し
て
考
へ
る
事
が
出
来
る
。
色
-
-
'
2
、
大
政
大
陸
は
元
来
純
図
版
的
に
の
み
考
へ
る
傾
向
が
あ
り
、
従
て
非
園
底
的
園
家
目
的
に
封
し
て
は
賛
意
を
表
し
な
い
の
を
一
般
と
す
る
答
で
あ
る
が
、
自
己
の
強
算
案
を
通
過
せ
し
め
ん
と
の
目
的
よ
り
し
て
、
議
合
操
縦
上
、
非
園
底
的
目
的
を
有
す
る
租
税
を
資
施
す
る
場
合
。
此
場
合
に
於
て
は
、
恐
ら
く
大
減
大
臣
は
、
非
図
版
的
目
的
を
主
張
す
る
所
の
政
窯
や
圏
休
に
師
同
局
し
て
語
り
、
自
己
本
来
の
目
的
た
る
千
段
調
達
を
行
ふ
矯
に
、
此
政
紫
や
同
体
を
利
用
す
る
の
で
あ
る
。
右
の
二
つ
の
場
合
以
外
に
は
、
大
賊
大
臣
は
一
般
政
治
政
策
を
財
政
々
策
に
混
治
す
る
事
に
は
賛
成
し
な
い
で
あ
ら
う
。
共
理
山
は
屡
々
述
ペ
た
絞
に
、
非
図
版
的
目
的
決
定
が
牧
入
原
則
に
背
反
す
る
事
に
在
る
ρ
凡
て
の
課
税
上
の
優
遇
は
、
牧
入
を
低
下
せ
し
め
、
凡
て
の
非
国
庫
的
、
禁
止
的
目
的
の
真
面
目
に
遂
行
せ
ら
る
L
場
合
、
租
税
の
引
上
は
同
時
に
収
入
の
低
下
を
鷲
ら
す
筈
で
あ
る
。
尚
二
の
政
誌
の
目
的
が
租
税
制
度
に
於
τ容
認
せ
ら
れ
た
る
場
合
、
北
パ
租
税
制
度
に
闘
し
、
他
の
政
黛
よ
り
の
要
請
が
自
ら
生
起
す
る
。
則
ち
他
の
政
捻
は
、
租
税
法
規
の
中
に
於
て
、
時
非
図
脳
的
な
特
殊
利
盆
の
賓
現
を
蛍
然
要
求
し
得
る
。
従
て
租
税
法
規
の
制
定
は
、
従
前
よ
非
図
庫
的
目
的
の
手
段
と
し
て
の
租
税
の
泊
合
性
ご
九
経
管
と
館
関
O 
り
も
よ
り
多
く
各
政
黛
凶
の
争
関
場
裡
と
な
り
、
租
税
立
法
を
し
て
著
し
く
困
難
な
問
題
た
ら
し
め
る
事
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
若
し
租
税
に
依
っ
て
非
図
u
川
的
目
的
を
資
現
せ
ん
と
す
る
努
力
が
多
く
行
は
る
L
と
す
れ
ば
)
租
税
法
況
は
煩
雑
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
Q
社
合
全
体
の
一
服
利
と
云
ふ
事
を
割
的
し
て
、
非
図
内
的
要
清
の
存
在
を
想
像
し
得
る
と
し
て
も
、
北
パ
が
非
図
庫
的
租
税
で
あ
る
と
の
・
客
観
的
な
判
定
を
行
ふ
事
は
、
著
し
く
困
難
で
あ
る
。
非
図
胤
的
要
請
を
含
む
租
税
法
規
に
於
て
非
図
底
的
百
的
。
存
在
は
表
面
に
現
は
れ
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
故
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
。
は
、
斯
る
困
難
を
避
け
る
方
法
と
し
て
、
租
税
立
法
に
於
て
は
、
図
山
的
な
租
税
政
策
οみ
が
行
は
れ
る
や
う
に
し
、
非
図
胤
的
目
的
の
第
の
担
税
軽
減
や
負
捲
市
一
一
同
一
は
、
本
来
の
図
舟
的
立
法
よ
り
分
離
せ
し
め
て
、
特
別
法
規
の
内
に
定
む
ベ
き
事
を
主
張
し
て
ゐ
る
。
〈
ω
n
v
g町内
F
F
P
C
・h・
ωδ
。
(
詰
〉
設
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
「
現
代
租
現
制
度
の
中
心
に
立
つ
も
の
は
所
得
挽
に
し
て
、
所
得
税
は
縄
問
庫
的
に
構
成
せ
ら
れ
、
二
つ
の
中
立
的
原
則
に
合
致
す
る
租
徒
で
あ
る
」
と
な
し
j
溺
塊
の
所
得
挽
に
ぬ
て
、
関
民
経
済
上
重
要
な
る
投
資
(
例
へ
ば
水
力
電
気
事
業
)
に
鈍
す
る
軽
減
の
規
定
は
、
所
得
税
法
よ
り
分
臨
し
て
特
別
法
規
に
定
め
て
ゐ
る
事
ら
述
ぺ
て
ゐ
る
。
(ω
。r
g向
島
デ
M
w
-
H
H
・C
・-ω
・ωゆ
」
右
の
如
く
、
非
闘
い
則
的
目
的
決
定
を
主
要
租
税
法
規
よ
り
分
離
せ
し
め
る
事
は
、
更
に
も
う
一
つ
の
長
所
が
あ
る
。
社
合
生
活
や
経
消
事
情
は
、
時
勢
の
援
持
と
共
に
吋
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
一
の
担
税
の
中
に
含
ま
る
L
所
。
非
困
胤
的
目
的
は
、
多
く
の
図
家
任
務
よ
り
恒
川
す
る
事
が
理
忽
的
ぜ
あ
る
。
例
へ
ば
住
宅
維
が
移
植
民
に
依
っ
て
解
消
す
る
時
は
、
建
築
栄
に
封
ず
る
租
挽
軽
減
は
不
必
要
と
な
る
べ
く
、
資
本
の
快
乏
は
、
割
叶
卒
の
選
史
又
は
外
闘
の
経
済
的
不
安
定
に
依
っ
て
、
資
本
過
剰
に
愛
化
し
、
従
て
図
内
企
業
ο資
本
投
下
に
対
す
る
、
租
枕
法
規
に
依
る
優
遇
は
無
意
義
と
な
る
事
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
日
疋
位
一
す
の
場
合
、
非
図
底
的
租
税
目
的
に
闘
す
る
法
況
は
、
容
易
に
慶
止
し
得
る
や
う
に
し
τ泣
き
、
以
て
図
底
上
O
不
必
要
な
る
障
害
を
防
止
す
る
事
が
遁
蛍
な
る
方
策
で
あ
る
。
共
非
図
底
的
目
的
を
泊
首
な
る
図
家
任
務
と
し
て
他
。
方
式
に
於
て
容
認
す
る
事
に
保
つ
τ、
担
税
法
況
の
愛
誕
は
防
止
せ
ら
れ
る
。
祖
説
法
規
の
屡
々
な
る
漣
更
は
、
通
情
、
財
政
々
策
上
の
公
準
た
る
租
税
規
則
の
不
漣
性
と
一
五
ふ
原
則
に
背
離
す
る
主
に
な
る
。
若
し
非
図
胤
的
目
的
が
特
別
法
規
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
時
は
、
少
く
共
形
式
的
に
は
、
祖
税
徴
収
の
基
礎
法
規
に
低
燭
す
る
事
無
く
し
て
、
斯
る
弊
害
が
除
去
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
最
後
に
、
非
図
版
的
租
税
は
、
図
底
的
原
則
に
背
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
此
故
に
北
べ
牧
入
は
不
確
買
に
し
て
計
算
は
図
雑
で
あ
る
。
従
て
財
政
立
法
者
比
理
想
的
な
る
財
政
々
策
遂
行
の
翁
に
、
出
来
る
丈
財
政
々
策
と
非
閤
路
的
政
策
と
の
混
浴
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
葉
大
な
ろ
需
要
の
充
足
を
な
し
つ
L
あ
ろ
所
の
現
代
文
明
図
家
に
於
け
る
租
税
制
度
の
費
際
に
於
て
も
、
非
関
康
的
目
的
決
定
を
採
り
入
れ
る
事
は
頻
?
と
行
は
れ
る
詳
で
は
な
'
い
。
現
代
図
家
に
於
て
は
、
財
政
手
段
調
建
と
云
ふ
不
鐙
の
目
標
を
有
す
る
財
政
之
京
と
、
経
済
政
策
・
枇
合
政
策
・
人
口
政
策
と
云
ふ
が
如
き
よ
り
多
端
な
る
分
野
と
を
、
明
確
に
分
離
せ
し
め
る
事
は
、
少
数
の
例
外
を
除
き
、
一
の
常
道
と
も
見
ち
れ
得
る
で
あ
ら
う
。
非
図
庫
的
目
的
の
手
段
と
し
て
の
租
税
の
題
合
性
